
入
所
施
設
で
は
生
活

を
支
え
る
た
め
二
四
時

間
の
介
護
が
必
要
で
す
。

入
所
者
は
ほ
と
ん
ど
介

護
度
が
４
か
５
（
ほ
ぼ

寝
た
き
り
）
の
方
で
し

た
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
と
い
っ

て
、
各
人
が
個
室
で
十

の
個
室
を
併
せ
て
一
ユ

ニ
ッ
ト
。
そ
こ
を
四
～

五
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
担

当
し
て
い
ま
し
た
。

人
手
不
足
、
負
の
連
鎖

勤
務
は
早
出
・
日
勤
・

遅
出
・
夜
勤
の
交
替
制
。

各
拘
束
時
間
は
九
時
間
・

休
憩
一
時
間
、
夜
勤
は

仮
眠
二
時
間
。
し
か
し

こ
れ
は
建
前
。
実
際
は

早
出
と
遅
出
は
最
初
か

ら
二
時
間
残
業
が
組
み
込
ま

れ
、
夜
勤
の
仮
眠
は
絶
対
に

と
れ
ま
せ
ん
。

職
員
の
定
数
が
揃
わ
ず
、

休
日
出
勤
、
サ
ー
ビ
ス
（
不

払
い
）
残
業
は
日
常
的
に
あ

り
ま
し
た
。
職
員
の
急
な
休

み
に
対
応
す
る
た
め
他
の
ス

タ
ッ
フ
の
勤
務
が
過
酷
に
な
っ

て
身
体
を
壊
し
、
そ
の
人
も

休
ん
で
し
ま
う
と
い
う
負
の

連
鎖
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

規
定
の
回
数
守
れ
な
い
入
浴

入
浴
は
個
浴
で
介
助
は
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
。
ス
タ
ッ
フ
が

二
人
い
る
午
後
の
時
間
し
か

で
き
ず
四
～
五
名
が
限
度
。

週
に
二
回
以
上
と
い
う
規
定

は
守
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

食
事
は
、
一
人
の
職
員
が

同
時
に
二
～
三
人
を
介
助
し
、

人
が
足
り
な
い
の
で
朝
夕
は

必
ず
残
業
（
サ
ー
ビ
ス
も
含

む
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

夜
勤
は
二
〇
人
を
一
人
で

夜
勤
は
二
ユ
ニ
ッ
ト
＝
二

〇
人
を
一
人
で
担
当
し
ま
す
。

全
員
が
寝
て
く
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
夜
に
な
る
と
淋

し
さ
か
ら
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を

く
り
返
し
押
す
方
へ
の
対
応
、

歩
き
回
る
方
が
転
倒
し
な
い

よ
う
に
付
き
添
う
な
ど
は
通

常
の
業
務
で
し
た
。
一
番
不

安
だ
っ
た
の
は
体
調
不
良
の

方
の
対
応
。
看
護
師
へ
電
話

で
問
い
合
わ
せ
し
て
も
指
示

だ
け
で
来
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

中
に
は
留
守
電
の
方
も
。

救
急
対
応
、
（
次
頁
下
へ
）
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( ８ )

私が働いてきた介護の現場

崩壊する施設の介護体制

最
近
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
み
な
と
合
同

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

に
就
職
し
、
南

労
会
支
部
の
組

合
員
に
な
っ
た

大
岸
正
恵
さ
ん

は
様
々
な
高
齢

者
・
障
害
者
介

護
の
施
設
で
働

い
て
き
た
経
験

豊
富
な
介
護
福

祉
士
で
す
。
以

前
働
い
て
い
た

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
実
態

を
報
告
し
て
頂

き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら

こ
れ
は
特
殊
な

例
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
介
護
労

働
者
の
処
遇
改

善
は
急
務
で
す
！



体
調
判
断
な
ど
医
療
分
野
の

業
務
を
一
人
で
す
る
こ
と
が

時
々
あ
り
ま
し
た
。

犠
牲
は
利
用
者
に

こ
の
よ
う
な
介
護
体
制
で

利
用
者
の
状
態
は
と
言
え
ば
、

私
の
在
職
中
わ
ず
か
四
ヶ
月

間
に
三
～
四
人
の
方
が
骨
折

等
で
病
院
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

一
ユ
ニ
ッ
ト
全
員
が
退
職

こ
こ
は
あ
る
社
会
福
祉
法

人
が
二
つ
目
に
開
設
し
た
施

設
で
一
年
も
経
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
立
上
げ
の
と
き

か
ら
人
望
の
厚
い
施
設
長
が

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
が
心
身

の
限
界
が
き
て
退
職
。
そ
れ

を
機
に
次
々
と
役
職
者
が
辞

め
、
つ
い
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
さ
え
も
不
在
に
。

不
安
を
覚
え
た
ス
タ
ッ
フ

は
二
～
三
カ
月
の
間
に
全
員

が
退
職
し
ま
し
た
。
異
口
同

音
に
言
っ
て
た
こ
と
は
「
辞

め
た
く
は
な
か
っ
た
け
れ
ど

身
体
が
も
た
な
い
」

☆

☆

☆

こ
れ
が
「
終
の
棲
家
」
と

言
わ
れ
最
も
安
い
費
用
（
と

は
言
え
誰
で
も
は
入
れ
な
い
）

で
入
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
実
態
。
有
料
老
人
ホ
ー

ム
は
更
に
ひ
ど
い
と
こ
ろ
が

多
い
。
次
々
と
出
現
す
る
小

奇
麗
な
施
設
と
入
所
者
募
集

の
広
告
を
見
な
が
ら
「
箱
も

の
」
ば
か
り
造
っ
て
ど
う
す

る
つ
も
り
や
！
と
怒
り
が
こ

み
上
げ
る
。
抜
本
的
改
革
を

皆
で
考
え
声
あ
げ
よ
う
！
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( ９ )

安倍政権は６月29日参議院本会議で

「働き方改革」関連法＝働かせ方改悪

法を強行成立させ、来年4月施行する。

発覚したデータねつ造問題は、労働政

策審議会の審議段階まで戻して手続き

をやりなおさなければならない重大事

だったが安倍は開き直った。強行成立

は許せない暴挙だ！

ここで新設された「高度プロフェッ

ショナル制度」は、年間104日の休日

を与えれば残りの日は寝る時間も食事

時間も与えず働かせてたとしても合法

となる代物だ。健康管理のための監督

署による指導などが付帯決議されたが

現行裁量労働制でも違法がまかり通っ

ている。こんな決議は屁の突っ張りに

もならない。過労死遺族の方は声をか

らし涙を流して訴えた。過労死を増や

し、労災認定さえ困難になると。

「特定の高収入の労働者のみが適用さ

れる」から他人事と思ったら大間違い。

大企業が集まる経営者団体である日本

経団連は収入基準をドンドン引き下げ

ていくことをかって公言している。

全ての労働者の労働時間規制を撤廃し

ていく突破口にするつもりなのだ。

全ての改定内容が「働かせ方改悪」

に通じる。現場での団結権を行使した

闘い、こんなアベ政治を終わらせる広

範な連帯と運動を粘り強く進めよう。

「働かせ方」改悪法 強行成立弾劾！


